
我
国
に
お
け
る
近
代
的
な
意
味
で
の
西
洋
医
学
の
い
と
ぐ
ち
は
、
福
井
県

人
杉
田
玄
白
（
小
浜
藩
医
）
等
の
『
解
体
新
書
』
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

書
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
こ
そ
、
真
の
医
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感

し
た
人
達
は
、
争
っ
て
蘭
学
を
修
め
そ
の
専
門
と
す
る
領
域
の
医
書
を
翻
訳

し
た
の
で
、
年
と
共
に
西
洋
医
学
の
基
礎
は
固
ま
ま
っ
て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
に
翻
訳
ま
た
は
著
作
さ
れ
た
西
洋
医
書
は
千
五
百
部
以
上
の
お

び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
。
ま
し
て
書
名
の
桑
知
ら
れ
て
内
容
の
伝
わ
ら
な

い
も
の
や
、
出
版
さ
れ
ず
に
写
本
だ
け
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
本
も
少
な
く
な

い
。

こ
れ
ら
の
本
の
翻
訳
者
や
著
者
は
い
ず
れ
も
速
や
か
に
、
我
国
に
西
洋
医

学
を
樹
立
し
よ
う
と
、
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
力
の
限
り
を
洋
書
の
解
読
に
つ

く
し
た
。
単
な
る
翻
訳
や
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
批
判
や
創
意
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
看
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蘭
学
か
ら
発
展
し
た
西
洋
医

家
た
ち
は
多
く
の
人
が
日
本
人
た
る
自
覚
の
上
に
、
貧
弱
な
我
国
の
医
学
を

科
学
的
基
礎
の
上
に
お
こ
う
と
心
が
け
た
の
で
あ
る
。

左
記
の
翻
訳
・
出
版
・
伝
写
本
（
安
永
二
ｌ
明
治
二
十
）
は
、
若
越
（
福

井
県
）
の
名
流
が
誘
導
し
た
西
洋
文
化
の
啓
蒙
書
（
医
学
・
砲
術
・
航
海
・

築
城
・
語
学
・
理
化
学
・
法
政
学
）
で
あ
る
。

我
国
の
所
謂
蘭
学
の
発
達
に
お
い
て
も
、
そ
の
蘭
学
（
洋
学
）
の
内
容
は

福
井
県
人
の
誘
導
し
た
西
洋
文
化
の
啓
蒙
書

四
石
轌
恒
壼
云
一

１
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学

２
、
医
学
・
本
草
学
系
統
の
学
問

３
、
天
文
学
・
地
理
学
系
統
の
学
問

４
、
兵
学
系
統
の
学
問

５
、
人
文
科
学
系
統
の
学
問

に
分
け
て
観
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
本
県
先
啓
の
西
洋
文
化
の
啓
蒙
書
が
、

多
岐
に
亘
り
そ
れ
等
を
網
羅
し
て
い
る
。
そ
の
進
歩
性
と
貢
献
に
驚
嘆
す
る

も
の
で
あ
る
。

解
体
約
図
五
葉
（
安
永
二
刊
、
杉
田
玄
白
訳
）

幕
府
や
一
般
の
人
々
の
反
応
を
打
診
し
た
予
告
編
〈
解
体
新
書
〉
と
い
え
、

別
の
翻
訳
著
書
で
あ
り
、
西
洋
解
剖
学
の
大
要
を
最
初
に
示
し
た
。

全
身
骨
格
は
「
ト
ン
、
、
、
ユ
ス
解
体
害
』
、
脊
柱
は
『
カ
ス
パ
ル
解
体
言
』

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

解
体
新
書
五
（
安
永
三
刊
、
杉
田
玄
白
訳
）

１
、
蘭
学
の
興
隆
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
こ
と
。

２
、
医
学
の
近
代
化
へ
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。

３
、
文
化
史
的
な
資
料
価
値
は
極
め
て
高
い
。

原
書
］
冨
旨
シ
含
日
【
巳
目
ロ
の
．
（
⑦
①
国
己
扁
口
冒
①
ロ
）

○
口
二
①
里
自
国
島
鴨
月
旦
の
一
①
旨
．
シ
日
興
①
ａ
四
日
．
弓
篭
．

瘍
医
新
書
四
（
寛
政
二
稿
、
文
政
八
刊
、
杉
田
玄
白
起
案
、
大
槻
玄
沢

続
訳
）

西
洋
外
科
書
翻
訳
の
始
め
で
あ
る
。

原
書
層
日
曾
の
函
の
茸
①
儲
．
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国
①
①
弄
臣
画
臼
顕
の
○
口
号
国
司
己
己
頤
⑦
旨
．
（
国
①
旨
胃
弄
ご
房
○
吋
善
）

シ
目
黒
の
ａ
曾
昌
．
弓
と
．

和
蘭
医
事
問
答
二
（
寛
政
七
刊
、
建
部
清
庵
、
杉
田
玄
白
問
答
）

一
関
藩
侍
医
建
部
清
庵
と
小
浜
藩
医
杉
田
玄
白
の
往
復
の
書
翰
集
で
あ
る
。

重
訂
解
体
新
書
十
四
（
寛
政
十
稿
、
文
政
九
刊
、
杉
田
玄
白
訳
、
大
槻

玄
沢
重
訂
）

翻
訳
原
書
は
「
解
体
新
書
」
に
同
じ
。
同
書
の
「
翻
訳
新
定
名
義
解
・
六

冊
」
は
重
要
で
あ
る
。

形
影
夜
話
二
（
文
化
七
、
杉
田
玄
白
著
）

解
体
新
書
翻
訳
当
初
よ
り
苦
心
し
た
る
経
歴
を
記
録
し
、
門
人
大
槻
玄
沢

に
与
え
た
も
の
、
我
国
洋
学
史
上
貴
重
な
る
法
典
で
あ
る
。

眼
科
新
書
六
（
文
化
十
二
刊
、
杉
田
立
卿
訳
）

杉
田
立
卿
は
玄
白
の
息
子
、
こ
の
書
は
西
洋
眼
科
翻
訳
の
始
め
で
あ
る
。

原
書
旨
の
①
吾
曽
。
＆
国
①
国
鳥
．
（
旨
．
国
こ
の
）

ぐ
①
昏
四
冒
号
一
目
ｍ
９
『
閏
：
○
○
鴨
庸
貢
曾
］
・
弓
閣
．

徴
瘡
新
書
五
（
文
政
四
、
杉
田
立
卿
訳
）

西
洋
徴
毒
害
翻
訳
の
始
め
で
あ
る
。

原
書
］
・
同
．
ぐ
。
昌
国
の
旨
烏

ｐ
Ｏ
ｏ
黛
冒
画
鳥
目
日
巨
、
ぐ
①
ロ
①
Ｈ
①
房
．
ご
己
．
八
１
鼻
①
己
．
Ｖ

こ
の
も
の
を
独
訳
し
、
さ
ら
に
蘭
訳
し
た
も
の
を
文
政
元
年
蘭
使
節
に
随

い
、
来
朝
の
船
医
よ
り
請
い
漢
文
を
以
て
翻
訳
し
た
も
の
。

解
臓
図
賦
一
（
文
政
五
刊
、
池
田
冬
蔵
著
）

洋
方
医
、
小
森
桃
搗
が
京
都
西
刑
場
で
教
道
と
い
う
二
十
三
歳
の
男
刑
屍

を
解
剖
し
た
記
録
を
門
人
池
田
冬
蔵
八
義
之
、
伯
宜
、
復
堂
又
通
斉
、

福
井
の
医
Ｖ
が
編
し
て
上
梓
し
た
も
の
。
福
井
医
に
よ
る
最
初
の
解
剖
出

版
書
で
あ
る
。

瘍
科
新
選
五
（
天
保
三
刊
、
杉
田
立
卿
訳
）

西
洋
外
科
全
書
翻
訳
の
始
め
で
あ
る
。
大
槻
磐
渓
序
、
澳
国
プ
レ
ン
ク
原

著
、
記
述
簡
略
只
診
断
及
活
方
の
要
旨
を
挙
げ
る
と
雌
も
、
和
閲
外
科
に

全
書
あ
る
は
此
書
に
始
ま
る
。

外
科
手
術
纂
要
一
（
天
保
三
写
本
、
杉
田
立
卿
訳
）

瘍
医
方
範
十
（
天
保
三
写
本
、
杉
田
伯
元
訳
）

日
本
風
俗
備
考
廿
二
（
天
保
四
写
本
、
杉
田
成
卿
訳
）

原
書
は
蘭
人
ヒ
ス
セ
ル
文
政
年
間
和
蘭
商
館
勤
務
中
我
国
の
風
俗
を
記
述

し
、
帰
国
後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
て
一
八
三
三
年
刊
行
。

］
．
●
・
句
．
ぐ
四
口
○
ぐ
①
託
日
用
屋
蜀
厨
め
こ
］
胃
．

国
］
号
四
伽
①
き
計
巳
の
居
の
ご
貝
叩
く
画
屋
］
冒
里
旨
冒
昌
の
巳
〕
①
罰
逗
八
．

八
日
本
国
の
知
識
に
対
す
る
寄
与
Ｖ

済
生
三
方
附
医
戒
四
（
嘉
永
二
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）

原
書
○
．
言
．
国
旦
の
嚴
且
．

閃
ご
巳
〕
匙
ざ
邑
冨
①
島
２
日
．
シ
目
算
２
号
目
．
扁
認
．

①
胃
胃
瀞
言
ｏ
建
日
昼
〔
区
の
ロ
号
尉
⑦
の
自
切
‐
〆
二
且
の
ゞ
⑦
邑
号

く
臼
亘
侭
は
昌
鴨
旨
旦
＄
⑦
①
目
①
①
農
の
⑦
愚
．

八
三
方
と
医
師
の
義
務
Ｖ

②
国
の
ａ
昌
再
号
日
Ｐ
．
］
・
国
。
巨
国
巳
〕
シ
ど
の
巴
且
色
目
．

八
武
州
八
王
子
、
蘭
方
医
秋
山
方
斉
の
復
刻
Ｖ

済
生
備
考
三
（
嘉
永
三
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）

聴
診
法
と
亜
的
耳
麻
酔
法
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
も
の
。
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原
書
八
牛
痘
略
説
Ｖ

の
①
○
儲
噸
甸
凰
①
号
旨
］
冒
旨
○
異
．

国
営
ｏ
晋
巳
○
℃
の
旦
肘
ｏ
彦
乏
○
○
壗
旦
①
旨
ず
○
の
丙
己
の
時
房
肖
四
目
厨
。
一
臼
①
、
①
旨
①
巾
的
）

｝
胃
①
一
］
画
①
目
．
ぐ
①
ユ
○
の
丙
巨
ロ
』
①
．
胃
、
⑲
酌

八
亜
的
耳
吸
法
試
説
Ｖ

］
○
ｍ
①
で
浄
の
○
ず
苛
凰
ロ
”
①
Ｈ
（
當
．
の
四
ユ
巨
房
）
・

○
「
①
吋
包
①
冒
目
ぐ
一
○
ａ
堅
閂
旨
輿
号
門
己
】
侭
ぐ
色
冒
号
昌
Ｎ
巨
四
ぐ
の
一
‐

色
①
《
犀
⑦
門
○
壱
門
臣
の
旨
い
○
医
①
旨
の
冒
口
］
①
Ｈ
の
ロ
．

『
聴
胸
器
用
法
略
説
」
は
嘉
永
元
年
日
本
に
、
牛
痘
漿
を
持
っ
て
き
た

○
洋
○
冒
○
冒
己
＄
が
聰
胸
器
の
使
い
方
と
臨
床
的
意
義
に
つ
い
て
書
い

た
も
の
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

治
痘
真
訣
一
（
嘉
永
二
刊
、
杉
田
成
卿
訳
、
土
田
玄
意
校
）

前
記
同
旨
の
匡
烏
昌
○
ご
巨
巴
言
巨
目
の
国
鳥
①
旨
の
部
の
翻
訳
。

土
田
玄
意
八
一
八
一
三
’
一
八
八
八
Ｖ
名
質
、
玄
意
、
号
龍
湾
、
大
野

藩
洋
医
。

地
学
正
宗
七
（
嘉
永
三
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

こ
の
も
の
は
詞
当
．
醇
冒
、
①
口
の
『
地
理
学
教
科
書
』
一
八
一
七
年
版
。

海
上
砲
術
全
書
、
海
上
砲
具
全
図
（
嘉
永
四
稿
、
安
政
元
、
大
野
藩
上
木
。

幕
府
訳
官
訳
・
大
野
文
庫
蔵
版
）

原
書
］
Ｚ
．
○
島
の
旨
．

得
の
匙
号
目
』
ず
く
ず
再
○
口
号
昌
哩
旨
圃
の
①
‐
Ｐ
風
畠
①
里
⑦
、
己
①
胃
今

］
⑭
唖
画
。

洋
砲
試
験
表
一
（
嘉
永
二
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）

原
書
曽
勺
．
。
、
菌
己
○
ぐ
閂
の
冨
昇
の
己
．

国
色
目
巳
の
旨
い
８
詳
号
雨
旨
冒
①
、
号
尉
胃
三
庁
昌
の
．
届
９
．

砲
術
訓
蒙
四
（
安
政
二
刊
、
杉
田
成
卿
訳
、
木
村
軍
太
郎
署
名
）

前
記
和
蘭
砲
術
甲
比
丹
ハ
ン
・
オ
フ
ル
ス
タ
ァ
テ
ソ
の
蘭
書
の
翻
訳
。

三
兵
用
訣
精
諭
八
（
安
政
三
写
本
、
大
野
藩
士
西
川
貫
蔵
訳
）

原
書
ｚ
、
○
・
○
宮
目
２
．
（
シ
，
雪
．
号
国
旨
冒
）

国
①
Ｈ
』
の
旨
①
の
Ｈ
堅
○
ぐ
①
両
国
循
詳
ぐ
四
口
』
①
①
侭
の
目
印
昌
胃
も
己
①
ロ
」
①
滝
二
国
の

葛
凹
冒
ご
叩
．
旨
の
色
切
買
目
．
届
閾
．

西
川
貫
蔵
八
一
八
一
三
１
一
八
八
八
〉
字
子
徹
、
通
称
繁
次
郎
、
昌
貫
、

大
野
藩
士
、
大
野
藩
洋
学
館
助
教
授
。

註
、
次
の
二
言
は
、
嘉
永
年
間
、
夫
々
改
訳
、
並
び
に
翻
訳
推
定
の
も
の
で
あ
る

が
、
前
記
書
と
極
め
て
関
係
あ
る
西
川
貫
蔵
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲

げ
た
。

改
訳
三
兵
用
訣
八
（
嘉
永
三
、
三
兵
答
古
知
幾
、
写
本
、
高
野
長
英
訳
。

西
川
貫
蔵
改
訳
）

原
書
国
①
冒
凰
号
ぐ
○
国
呼
号
巨
号
．

の
Ｈ
二
口
』
園
巨
鳴
旦
図
弓
色
匡
尉
］
が
号
吋
胃
昌
言
色
牽
の
吾
．
馬
路
．
の

］
．
］
．
ぐ
色
口
冨
匡
房
⑦
旨
．
自
画
冨
苛
弄
旦
⑦
吋
三
ご
色
胃
旨
い
，
国
嶽
の
烏
．

届
野
蘭
訳
本
の
翻
訳
。

大
野
藩
士
西
川
貫
蔵
は
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
（
安
政
二
・
八
・
十
二
入

門
）
で
福
沢
諭
吉
と
並
び
称
せ
さ
れ
た
秀
才
で
あ
る
。
前
記
三
兵
用
訣
精

論
翻
訳
前
に
改
訳
を
試
象
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

百
氏
巨
砲
説
略
四
（
嘉
永
？
写
本
、
西
川
貫
蔵
訳
？
）

原
書
国
．
日
．
弓
画
寓
言
日
、
、

弔
吋
○
異
国
①
日
旨
い
①
旨
．
胆
の
』
色
色
旨
』
○
○
時
・
①
蜀
忌
色
目
切
昌
〕
の
豆
自
画
吋
冒
①
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○
日
茸
⑦
具
旦
①
ず
Ｃ
冒
号
里
自
旨
○
】
届
．
の
⑦
旨
く
①
冨
彦
四
ｍ
⑦
．
届
鼠
．

和
蘭
語
学
原
始
一
（
安
政
三
刊
、
福
井
藩
翻
訳
）

全
文
筆
記
体
の
木
版
刷
、
「
越
前
国
校
蔵
版
」
の
印
あ
り
。

原
書
は
、
両
日
の
苛
冨
四
口
⑱
①
庁
口
号
時
ｚ
①
号
乱
巨
蔚
ｏ
言
響
国
鳥
百
冒
禺
．

オ
ラ
ン
ダ
文
法
初
歩
で
剛
領
東
イ
ン
ド
の
学
校
で
用
い
る
た
め
、
一
八
四

四
年
ジ
ャ
ワ
北
岸
の
ス
マ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
簡
略
な
文
法
書
。

距
風
新
話
二
（
安
政
四
刊
、
伊
藤
慎
蔵
訳
）

航
海
術
の
害
、
大
野
藩
洋
学
館
蘭
学
教
授
伊
藤
慎
蔵
訳
、
大
野
鎚
鈍
軒
蔵

版
、
大
野
洋
学
館
よ
り
出
版
。
英
書
に
よ
る
蘭
書
の
翻
訳
。

英
書
：
函
①
巳
ご
国
匙
言
唄
○
口
．

○
○
口
ぐ
①
凰
鼻
ざ
冒
色
ず
○
昌
国
匡
国
＆
邑
切
．
ざ
禺
吾
①
馬
①
旦
亘
昌
旨

切
昌
さ
厨
．
Ｆ
ｇ
己
○
ご
］
、
画
陣

蘭
言
：
い
く
色
畠
ロ
①
丘
２
．

⑦
①
の
胃
堅
島
⑦
冒
○
ぐ
日
日
冨
冒
①
巨
・
シ
日
匡
の
蔚
昌
釦
冒
．
扁
麗
．

伊
藤
慎
蔵
八
一
八
二
五
’
一
八
八
○
Ｖ
長
州
萩
浜
崎
の
人
、
名
精
一
、
慎
、

慎
蔵
、
字
君
独
、
長
洋
。
緒
方
洪
庵
の
適
塾
の
塾
頭
。

英
吉
文
典
一
（
安
政
四
刊
、
大
野
文
庫
蔵
版
）

オ
ラ
ン
ダ
語
の
英
文
法
原
書
の
復
刻
、
三
部
の
内
第
一
部
の
復
刻
、
大
野

藩
洋
学
館
の
英
学
研
究
資
料
と
し
て
貴
重
。

原
言
冗
．
ぐ
四
目
号
崗
弔
逹
．

両
目
、
①
房
○
毎
Ｆ
の
①
、
①
旨
く
①
Ｈ
ｓ
ｍ
写
○
ｏ
塚
の
．
ぐ
○
○
吋
閃
⑦
厨
冨
ず
①
唱
旨
‐

旨
の
冒
旦
①
ロ
．
己
Ｏ
ａ
３
ｏ
胃
．
扇
穐
．

増
補
改
正
訳
鍵
五
（
安
政
四
刊
、
広
田
憲
寛
編
）

藤
林
普
山
の
訳
鍵
を
増
補
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
字
書
と
し
て
語
学

上
必
要
な
字
性
（
品
詞
）
を
加
え
た
実
に
完
備
せ
る
コ
ン
サ
イ
ス
版
と
い

う
べ
き
も
の
で
、
当
時
蘭
学
者
に
多
大
の
便
益
を
与
え
た
。

広
田
憲
寛
八
一
八
一
八
’
一
八
八
八
Ｖ
大
野
藩
士
、
幼
名
吉
之
助
、
後
敬

次
郎
、
叶
文
吉
、
儀
太
夫
、
九
鱗
。

蘭
日
辞
書
の
発
達
系
統
図

刈
叫
尺
逗
口
・
飴
ノ
や
４
ｊ
く
元
〕
噂
對
・
亀
－
乱
静
三
丑
王

堂
莨
討
侭
き
’
電
‐
ｕ
，
辱
‐
、
１
斗
曽
塞
営

斗
鼬
銅
、
／
や
‐
却
、

（
料
｛
云
一
鶚
Ⅱ
謝
毒
娼
鞘
）
、
、
、
（
蹄
霊
李
信
）

／
／／

、

４
－
こ
く
／
雪
茸
Ⅲ
古
頁
田
醐
鴎

二
戸
零
咄
ｌ
、
／
、
マ
４
曽
舅
ｌ
需
葵
喉
Ｅ
１
斗
鹸
墓
罫
用
当
澪

、
／
ｘ
、
喧
・
テ
、
首
刊
、
４
辱
礼
斗
瀞
誤
準
（
淵
霊
柑
）

雪
調
巽
咄
（
壗
鎭
報
祠
）

（
』
『
い
つ
）

☆
印
は
大
野
高
等
学
校
蔵
（
大
野
藩
洋
学
館
旧
蔵
書
）

民
間
内
外
科
用
法
六
（
安
政
四
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

仏
医
マ
ッ
チ
ア
ス
・
マ
ョ
ル
原
撰
、
ヘ
ル
ヘ
チ
ア
医
ヤ
ー
『
一
ツ
プ
・
ロ
ー

ゞ
ヘ
ル
ト
・
ス
テ
ィ
ゲ
ル
独
訳
、
蘭
医
ハ
ン
・
デ
ル
・
ポ
ス
ト
蘭
訳
の
和
訳
。

杉
田
玄
端
八
一
八
一
八
’
一
八
八
九
Ｖ
名
拡
、
通
称
玄
端
、
本
姓
吉
野
、

立
卿
の
養
子
（
成
卿
の
義
弟
）
、
小
浜
藩
医
。

山
砲
略
説
（
安
政
五
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）

次
の
蘭
耆
の
山
砲
の
部
を
訳
し
た
も
の
。

原
書
ぐ
四
口
○
ぐ
２
ｍ
目
昇
臼
】
．

函
角
旨
巳
⑦
昼
冒
的
さ
詐
号
・
“
訂
目
尉
号
尉
画
風
筐
①
国
①
》
ぐ
○
日

〆
且
の
苛
画
く
色
目
昌
庁
乏
砦
①
昼
２
．
シ
目
鼻
①
ａ
四
日
．
扇
９
．

野
砲
演
習
式
（
安
政
五
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）

万
宝
玉
手
箱
初
篇
一
（
安
政
五
刊
、
杉
田
成
卿
訳
）
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「
此
の
書
は
予
が
本
業
の
暇
、
異
国
の
諸
害
の
中
に
見
当
た
り
ぬ
る
簡
便

利
用
の
方
法
を
抄
録
せ
る
者
」
と
あ
る
。

築
城
全
書
廿
築
城
全
書
名
義
解
三
築
城
全
図
一
帖
築
城
全
図

図
解
一
（
安
政
六
写
本
、
伊
藤
慎
蔵
訳
）

原
害
〆
①
房
昌
芦
〉
の
、
Ｐ
．

〆
昌
碕
鳥
屋
ロ
呂
鴨
Ｆ
の
①
ユ
白
厨
房
．

出
色
旨
＆
＆
旨
い
ざ
庁
号
丙
冒
昌
、
ぐ
画
冒
ぐ
①
降
旨
”
ず
○
巨
言
》
ぐ
○
日

口
①
戸
画
白
興
蔚
旨
旦
禺
の
⑦
冒
尉
⑦
己
津
鼻
筐
閏
庸
．
国
扁
号
．
届
急
．

置
号
．
己
×
届
ｏ
旨
シ
ニ
儲
ぐ
臼
〕
蝿
５
国
具
⑦
ロ
．
扁
急
．
＄
×

い
、
。
胃
昌

大
野
藩
洋
学
教
授
伊
藤
慎
蔵
の
大
作
。
特
に
名
義
解
は
、
当
時
の
科
学
用

語
の
解
説
で
あ
り
、
多
く
の
蘭
書
を
参
考
と
し
た
大
野
藩
蘭
学
の
精
華
で

あ
る
。

坑
卒
袖
診
三
（
安
政
六
写
本
、
西
川
貫
蔵
訳
）

塑
坑
術
を
解
説
し
た
珍
書
。

原
書
切
蜀
・
〆
雷
冒
切
目
②

出
色
ロ
巳
の
昼
旨
ぬ
き
忌
号
日
旨
①
巨
詩
巨
匡
農
ぐ
日
冒
僅
邑
碕
邑
号
○
門

必
甸
・
酉
菅
、
日
四
こ
〕
再
巨
＆
弓
①
Ｈ
置
侭
ご
画
冒
ｏ
ｏ
１
品
の
⑦
国
ぐ

扇
だ
．
邑
智
．
己
。
日

解
臓
図
記
三
（
文
久
元
写
本
、
細
井
東
陽
著
）

福
井
藩
医
並
町
医
に
請
う
て
男
女
両
刑
屍
を
得
て
、
女
屍
は
藩
医
、
男
屍

は
町
医
が
解
剖
す
。
是
れ
町
医
解
剖
の
始
め
な
り
。

侃
斯
達
篤
内
科
害
廿
（
元
治
元
刊
、
坪
井
信
良
訳
）

原
書
○
・
○
口
旨
の
冨
雰
（
］
閂
．
口
匡
の
、
①
凹
匡
）

園
』
言
○
口
二
①
屍
①
園
①
ｇ
①
‐
①
ロ
の
①
冒
①
①
園
言
明
帝
国
．
匡
騨
室
冒
勝
巳
〕

鴎
煙
ロ
』
石
口
具
罵
言
①
ユ
鼻
．
津
目
黒
①
己
画
目
．
勗
雪
．
い
ぐ
○
房
．

坪
井
信
良
八
一
八
二
四
’
一
九
○
四
Ｖ
福
井
藩
に
嘉
永
六
（
年
三
十
一
）

松
平
慶
永
に
鴫
せ
ら
れ
た
蘭
学
者
で
、
越
中
高
岡
医
佐
藤
養
順
の
次
男
、

葆
光
斉
の
弟
、
幼
名
末
三
郎
、
後
良
益
又
信
良
、
柊
里
と
号
す
。

演
習
規
範
二
（
元
治
元
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

瓜
生
三
寅
八
一
八
四
○
’
一
九
一
二
Ｖ
福
井
藩
洋
学
者
幼
名
寅
作
、
字

三
寅
、
梅
村
・
六
合
魁
民
、
蘭
学
・
医
学
・
漢
学
を
修
め
、
西
洋
文
化
の

鼓
吹
に
努
め
、
著
書
多
し
。

新
薬
百
品
考
四
（
慶
応
二
刊
、
坪
井
信
良
訳
）

福
井
藩
医
坪
井
信
良
に
よ
り
旨
．
シ
且
〕
呂
言
目
冒
禺
八
］
宅
．
弓
凰
。
匡
Ｖ
・
・

ロ
①
巳
⑦
匡
葛
①
Ｈ
の
ｏ
ｇ
ｐ
の
、
目
＆
の
一
①
旨
．
扇
３
．
の
蘭
害
を
翻
訳
し
た
も
の

で
、
四
九
○
品
目
の
中
の
一
九
二
品
目
を
和
訳
し
、
そ
の
製
法
、
性
状
、

効
能
、
主
治
、
用
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

英
式
歩
操
新
書
一
（
慶
応
三
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

磁
石
霊
震
気
療
説
一
（
慶
応
三
刊
、
伊
藤
慎
蔵
訳
）

米
人
ダ
ュ
ウ
イ
ス
及
び
キ
ッ
ド
ル
発
明
の
ポ
ル
ネ
ッ
プ
製
造
せ
る
磁
石
霊

震
器
即
改
正
万
病
治
療
器
の
用
法
総
説
書
（
一
八
五
四
年
北
米
発
行
）
の

翻
訳
。
付
録
の
（
ス
タ
｝
－
－
ル
官
許
廻
国
足
）
義
足
の
説
明
あ
り
。

筆
算
提
要
一
（
慶
応
三
刊
、
伊
藤
慎
蔵
訳
述
、
弓
場
五
郎
校
）

当
時
最
も
進
歩
し
た
西
洋
数
学
の
教
科
書
で
あ
る
。

健
全
学
六
（
慶
応
三
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

英
国
メ
ン
・
ロ
ゞ
ヘ
ル
ト
・
ゼ
ー
ム
ス
原
著
。
和
蘭
デ
・
ブ
ロ
ン
・
コ
ブ
ス

閲
訳
の
も
の
。
西
洋
衛
生
学
の
害
で
あ
る
。
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交
道
起
源
一
（
明
治
元
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

一
名
、
万
国
公
法
。
ホ
ヰ
ー
ト
ン
原
著
、
ロ
ウ
レ
ン
ス
補
入
。

中
外
貨
幣
量
考
一
（
明
治
元
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

理
化
新
説
四
（
明
治
二
刊
、
ハ
ラ
マ
タ
講
述
、
三
崎
輔
編
）

舎
密
局
開
講
之
説
一
（
明
治
二
刊
、
ハ
ラ
マ
タ
講
述
、
三
崎
輔
細
）

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
五
月
一
日
大
阪
舎
密
局
開
校
式
の
〆
○
の
昌
国
且

言
。
胃
Ｈ
ｏ
国
冨
目
色
の
記
念
講
演
録
。

黒
．
言
．
○
国
冨
日
画
和
蘭
第
二
等
官
区
、
一
八
三
一
年
四
月
二
十
五
日
ア

ッ
セ
ン
生
、
自
然
学
者
、
医
学
の
学
位
を
得
、
慶
応
二
年
来
朝
、
長
崎
養

生
所
、
開
成
所
教
師
と
な
り
、
明
治
元
年
大
阪
病
院
、
同
二
年
大
阪
舎
密

局
教
師
、
同
四
年
帰
国
。

三
崎
輔
八
一
八
四
六
’
一
八
七
三
Ｖ
宗
玄
、
尚
之
と
称
す
。
福
井
藩
医
、

長
崎
の
ハ
ラ
タ
マ
に
つ
き
修
業
。
禄
百
五
十
石
、
表
御
医
師
、
奥
医
師
、

大
阪
舎
密
局
助
教
、
文
部
少
教
授
等
に
歴
任
。

試
薬
用
法
二
（
明
治
三
刊
、
三
崎
輔
訳
）

独
乙
の
フ
レ
セ
ニ
イ
ュ
ス
原
著
、
大
阪
理
学
校
蔵
版
。

呼
吸
傍
注
和
英
対
訳
辞
書
一
（
明
治
五
刊
、
足
羽
県
学
校
）

官
許
ホ
ル
ス
ト
、
ブ
ッ
ク
一
（
明
治
五
刊
、
足
羽
県
活
版
局
）

甸
胃
算
す
○
巳
肉
○
帛
庁
路
○
口
の
ぎ
馬
匡
５
口
い
の
具
閂
］
５
巳
、
．

独
学
階
梯
一
（
明
治
五
刊
、
足
羽
県
活
版
局
）

口
尉
鳥
貝
号
］
５
Ｆ
の
ｍ
の
‐
匡
号
巨
口
蝿
号
巨
昌
戸
園
巨
昌
⑦
①
胃
四
○
］
〕
①
昏
境
島
①

の
○
彦
巨
］
の
齢

合
衆
国
政
治
小
学
三
（
明
治
五
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

地
質
学
二
（
明
治
五
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

啓
蒙
知
恵
の
環
三
（
明
治
五
刊
、
瓜
生
三
寅
八
於
菟
子
Ｖ
訳
）

英
国
の
陪
審
法
。
一
周
七
日
、
曜
日
の
説
明
。

産
科
宝
函
一
（
明
治
五
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

原
書
ど
時
＆
旨
の
邑
○
弓
、
．

目
ケ
①
弔
周
の
の
○
号
①
厨
○
○
日
忌
日
ざ
目
（
冒
岸
自
画
ロ
ロ
日
）
届
＄
．

解
剖
訓
蒙
十
九
（
明
治
五
刊
、
松
村
矩
明
訳
）

米
国
解
剖
学
教
頭
］
○
ｍ
吾
Ｆ
２
号
（
岳
腿
ｉ
扁
匿
）
．
国
⑦
白
呂
冨
昌
吋
①
画
‐

爵
①
ａ
四
口
異
○
日
顎
届
臼
を
松
村
矩
明
が
本
文
の
象
翻
訳
し
、
譜
図
は

別
の
書
物
（
虞
列
伊
）
を
松
村
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
～
巻
四

は
大
阪
医
学
校
官
版
。
巻
五
～
巻
二
十
は
啓
蒙
義
舎
蔵
版
で
あ
る
。

虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
二
帖
（
明
治
五
刊
、
松
村
矩
明
訳
）

『
解
剖
訓
蒙
』
の
譜
図
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に
「
解
剖
学
〈
図
絵
ヲ
要
ス

ル
ヲ
以
テ
原
本
固
ヨ
リ
之
ヲ
出
セ
リ
、
然
カ
レ
ト
モ
諸
本
ヲ
昭
較
ス
ル
’
一

虞
列
乙
氏
ノ
図
絵
尤
モ
精
詳
ナ
リ
故
二
之
ヲ
模
写
シ
テ
別
冊
二
編
成
シ
以

テ
参
考
｝
一
供
ス
」
と
あ
り
、
原
著
は
、
西
目
ｑ
⑦
局
昌
．
国
幻
ｍ
、

シ
旨
呉
○
冒
顎
口
巾
の
ｏ
風
宮
茸
①
臼
旦
の
昌
哩
８
－
．
国
竺
邑
①
言
巨
色
：
扇
弓
．

で
あ
り
、
「
大
野
藩
文
庫
蔵
」
の
印
の
あ
る
も
の
で
、
現
在
は
東
洋
文
庫

に
所
蔵
さ
る
◎

松
村
矩
明
八
一
八
四
一
’
一
八
七
七
Ｖ
本
姓
中
村
氏
、
斉
、
栖
雲
と
号
す
。

外
祖
父
松
村
九
山
の
家
を
嗣
ぐ
。
大
野
藩
侍
医
、
大
学
大
助
教
・
文
部
少

教
授
・
大
阪
医
学
校
長
。

感
疽
治
範
一
（
明
治
五
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

急
性
病
類
集
五
（
明
治
六
刊
、
岩
佐
純
編
）

岩
佐
純
は
福
井
藩
侍
医
、
独
乙
一
一
－
マ
イ
ル
内
科
害
中
急
性
諸
病
の
抄
訳
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並
独
国
諸
碩
学
の
新
説
を
併
録
す
。

幼
童
手
引
草
六
（
明
治
六
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

医
事
雑
誌
一
（
明
治
六
刊
、
坪
井
信
良
訳
）

元
福
井
蒋
剛
学
教
授
坪
井
信
良
、
医
事
雑
誌
第
一
号
を
発
刊
す
。
初
白
斉

蔵
版
と
あ
り
、
八
年
十
二
月
第
四
十
三
号
に
て
廃
刊
す
。
是
れ
医
事
雑
誌

の
始
め
な
り
。

独
逸
会
話
書
一
（
明
治
六
刊
、
福
井
医
学
校
翻
刻
）

ロ
⑦
叶
目
○
号
旨
①
匡
冒
的
昌
鼻
旨
の
禺
昌
四
己
．
蜀
巨
穴
昌
闇
路
．

「
校
内
頒
行
不
許
売
買
」
の
印
あ
り
。

英
語
会
話
手
引
一
（
明
治
六
刊
、
明
新
館
翻
刻
）

ｚ
①
葛
蝿
巨
己
①
さ
目
＆
①
目
８
口
ぐ
の
勗
胃
ざ
邑
冒
両
己
哩
匡
〕
ず
〕
国
①
一
冒
掲
閏
．

司
日
邑
の
①
冒
雲
①
蜀
巨
冒
昌
砕
言
巳
．
鴎
×
吾
篇
目
。
｛
旨
①
菩
．

医
用
化
学
三
（
明
治
六
刊
、
松
村
矩
明
訳
）

「
’
－
－
ル
」
「
ス
ミ
ス
」
合
著
の
シ
邑
曽
屈
辱
胃
己
８
日
常
且
冒
冒
○
｛
号
①

ぐ
胃
ざ
口
の
ず
国
口
呂
閉
旦
日
＆
甘
己
“
巳
９
３
．
］
。
］
旨
ｚ
巴
］
．
旨
．
ロ
．

蜀
冨
ご
爵
の
目
ご
畠
呼
昌
彦
．
巨
。
ロ
．
弔
匡
一
＆
の
巨
曽
．
届
＄
．
の
化
学
の

部
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

生
理
新
論
四
（
明
治
六
刊
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
ロ
述
、
松
村
矩
明
筆
録
）

固
日
図
冒
の
．
冑
８
ヶ
八
房
と
Ｉ
扇
９
Ｖ
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
、
明
治
初
期
の

大
阪
で
医
学
教
育
に
あ
た
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
来
日
し
て
、

Ｐ
．
甸
．
爵
且
昌
邑
の
後
任
と
し
て
大
阪
医
学
校
教
師
と
な
る
。
学
制
改
革

で
同
校
廃
止
（
一
八
七
四
年
十
月
）
と
な
り
、
大
阪
軍
事
病
院
で
軍
医
に

生
理
学
な
ど
を
講
義
し
た
。

外
科
摘
要
六
（
明
治
六
刊
、
竹
内
正
信
編
）

国
自
合
旨
．
の
国
富
目
色
．
旨
四
国
の
ぐ
の
匡
ゞ
鱒
Ｈ
○
首
蔚
昧
）
匡
昌
自
身
〕
⑦
８
の
印

な
ど
の
外
科
講
義
を
集
編
し
た
も
の
。

竹
内
正
信
八
一
八
三
五
’
一
八
九
四
Ｖ
丸
岡
藩
医
、
長
崎
に
遊
学
、
和
蘭

医
官
、
Ｐ
・
国
．
国
自
合
旨
〉
ｏ
の
、
旨
目
吻
ぐ
の
圧
〉
〆
・
言
．
の
国
冨
日
色
の
三

家
に
医
学
を
講
習
。
竹
内
玄
同
の
次
男
岱
二
郎
、
麺
園
と
号
す
。

製
薬
式
三
（
明
治
六
刊
、
杉
田
玄
端
訳
）

原
書
、
産
科
宝
函
に
同
じ
。

解
剖
摘
要
七
（
明
治
九
刊
、
松
村
矩
明
訳
）

解
剖
摘
要
図
一
帖
（
明
治
九
刊
、
松
村
矩
明
訳
、
高
木
玄
真
編
）

『
解
剖
摘
要
」
『
解
剖
摘
要
図
』
は
、
松
村
矩
明
が
一
八
六
九
年
米
国
．
ヘ
ン

シ
ル
バ
ニ
ァ
学
校
教
頭
「
’
－
－
ル
」
「
ス
ミ
ス
」
合
著
即
ち
、
シ
ご
口
ご
画
，

ご
津
ｏ
己
８
冒
冨
己
島
匡
日
旦
昏
①
ぐ
四
国
○
口
吻
胃
四
己
。
］
］
の
の
旦
冒
①
量
。
巳

の
。
］
ｇ
ｏ
の
、
言
言
ｚ
皇
・
旨
．
ロ
．
蜀
国
旨
：
⑦
員
昌
の
営
堅
〕
．
旨
．
ロ
．

国
邑
昌
①
巷
巨
四
．
岳
＄
．
の
解
剖
の
部
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
解
剖

摘
要
』
の
凡
例
に
「
解
剖
学
〈
其
図
ヲ
要
ス
ル
ト
モ
、
原
本
図
式
ハ
、
殊

一
一
細
小
ナ
レ
バ
、
観
ル
ー
便
ナ
ラ
ズ
、
故
一
一
之
ヲ
十
倍
二
模
写
セ
シ
メ
、

且
シ
銅
板
一
一
鑑
シ
、
別
一
二
冊
ヲ
附
ス
」
と
あ
り
、
こ
れ
『
解
剖
摘
要

図
』
で
あ
る
。

検
尿
必
携
一
（
明
治
九
刊
、
石
塚
左
玄
訳
）

石
塚
左
玄
は
福
井
市
子
安
町
の
医
者
、
泰
輔
の
子
。
福
井
医
学
校
に
学
ぶ
。

大
学
南
校
化
学
局
雇
、
薬
学
を
研
究
。
陸
軍
薬
剤
監
。
『
食
養
心
論
』
『
外

科
糊
帯
材
料
脱
脂
法
』
『
化
学
的
死
体
貯
蔵
法
』
明
治
四
十
二
・
十
・
十

七
、
年
五
十
九
歳
。

金
石
学
一
（
明
治
九
刊
、
和
田
維
四
郎
訳
）
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小
学
校
用
手
工
篇
三
（
明
治
二
十
刊
、
瓜
生
三
寅
著
）

西
洋
男
女
遊
戯
法
一
（
明
治
二
十
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

英
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ド
原
著

独
逸
農
政
要
略
一
（
明
治
二
十
刊
、
和
田
維
四
郎
）

ロ
イ
ニ
ー
ス
原
著

和
田
維
四
郎
八
一
八
五
五
’
一
九
二
○
Ｖ
小
浜
藩
士
、
鉱
山
学
者
、
内
務

省
地
理
局
長
、
他
に
同
人
編
の
各
府
県
金
石
試
験
記
一
冊
刊
行
。

上
等
小
学
啓
蒙
知
恵
之
環
三
（
明
治
九
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

鑑
薬
精
義
三
（
明
治
九
刊
、
石
塚
左
玄
編
、
陸
軍
文
庫
刊
行
）

金
石
識
別
表
一
（
明
治
十
刊
、
和
田
維
四
郎
）

条
約
改
正
諭
一
（
明
治
十
二
刊
、
山
金
錨
二
著
）

陰
陽
両
暦
談
一
（
明
治
石
川
県
学
校
）

経
世
新
論
一
（
明
治
十
三
刊
、
杉
田
定
一
著
）

杉
田
定
一
八
一
八
五
○
’
一
九
二
九
Ｖ
号
鶉
山
、
大
阪
の
理
学
校
に
遊
学
、

蘭
人
に
つ
き
理
化
学
を
学
ぶ
。
後
東
京
に
遊
学
し
、
理
化
学
を
廃
し
政
治

学
を
専
攻
す
。
衆
議
院
議
長
、
北
海
道
長
官
、
貴
族
院
議
院
。

英
国
鉄
道
記
略
一
（
明
治
十
六
刊
、
田
口
虎
之
助
訳
）

英
ク
ラ
ー
ク
原
著

商
業
博
物
誌
二
（
明
治
十
八
刊
、
瓜
生
三
寅
訳
）

参
考
文
献

『
福
井
県
医
学
史
』
福
井
県
医
師
会

英
の
イ
ー
ッ
原
著

西
洋
文
化
を
誘
導
し
た
福
井
県
人
名
録

松
平
慶
永
（
春
嶽
）
（
一
八
二
八
’
一
八
九
○
）
第
一
六
代
福
井
藩
主
、
幕
府

の
政
事
総
裁
職
、
京
都
守
護
職
、
明
治
政
府
成
立
と
共
に
議
定
内
国
事
務

綜
督
、
民
部
卿
、
大
蔵
卿
等
歴
任
。

酒
井
忠
用
（
一
七
一
三
’
一
七
七
五
）
第
七
代
小
浜
藩
主
、
讃
岐
守
京
都
所
司

代
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
山
脇
東
洋
ら
の
本
那
最
初
の
人
体
解
剖
を
許

可
。

間
部
詮
勝
（
一
八
○
二
’
一
八
八
四
）
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
越
前
国
鯖
江

『
若
越
新
文
化
史
』
石
橋
重
吉

『
近
代
日
本
の
医
学
』
阿
知
波
五
郎

『
洋
学
史
事
典
』
日
蘭
学
会

『
日
本
洋
学
編
年
史
』
大
槻
・
佐
藤

『
皇
国
医
事
大
年
表
』
中
野
操

『
大
野
藩
の
洋
学
』
拙
著

『
大
野
藩
の
オ
ラ
ン
ダ
書
翻
訳
・
出
版
』
拙
著

『
大
野
藩
蘭
学
関
係
医
学
資
料
展
目
録
』
拙
著

本
稿
は
福
井
医
科
大
学
医
史
学
講
義
資
料
で
あ
り
、
付
属
図
書
館
報
『
は

こ
ぶ
ね
』
に
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
明
君
あ
る
と
こ
ろ
蘭
学
あ
り
」
は
故
福
島
大
学
教
授
池
田
哲
郎
博
士
の

名
言
で
あ
る
。
本
人
名
録
の
冒
頭
、
福
井
、
小
浜
、
鯖
江
、
大
野
の
各
藩
主

を
挙
げ
、
各
人
物
は
凡
そ
そ
の
年
代
順
に
配
列
し
た
。
し
か
し
同
族
の
も
の

は
、
そ
の
年
代
順
と
し
た
。

（
福
井
医
科
大
学
医
学
部
）
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五
万
石
、
初
名
詮
良
、
通
称
鍼
之
進
、
下
総
守
、
松
堂
、
蘭
学
者
と
交
際
、

外
国
知
識
を
得
た
。
伊
東
玄
朴
を
将
軍
の
奥
医
師
に
推
薦
、
玄
朴
塾
「
象

先
堂
」
の
扁
額
を
書
い
た
。

土
井
利
忠
（
一
八
二
’
一
八
六
七
）
大
野
藩
主
第
七
代
能
登
守
。
欽
斉
又
柳

涯
と
号
す
。
小
関
三
英
、
杉
田
成
卿
に
つ
き
蘭
学
を
修
む
。
藩
校
明
倫
館

並
に
洋
学
館
創
設
、
種
痘
所
開
設
（
安
政
四
年
、
一
八
五
七
）
、
強
制
種
痘
。

洋
型
帆
船
大
野
丸
新
造
（
安
政
五
年
、
一
八
五
八
）
蝦
夷
開
拓
及
び
樺
太
の

防
備
に
従
事
す
。
翌
六
年
八
月
末
米
国
難
破
商
船
を
箱
館
沖
に
救
助
す
。

海
上
砲
術
全
書
、
海
上
砲
具
全
図
（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
）
、
英
吉
利
文
典

（
安
政
四
年
、
一
八
五
七
）
出
版
。

栗
崎
道
喜
（
正
勝
）
（
’
’
一
六
九
八
）
七
十
七
歳
、
道
喜
（
正
元
）
の
嫡

男
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
、
松
平
光
通
の
福
井
藩
医
、
南
蛮
流
金
創
医
。

越
前
栗
崎
家
は
福
井
藩
の
解
剖
に
何
等
か
の
示
唆
を
与
え
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

奥
田
秀
的
南
蛮
外
科
医
、
潜
キ
リ
シ
タ
ン
。

半
井
彦
（
道
泉
）
福
井
藩
医
、
福
井
で
人
体
解
剖
を
最
初
に
行
う
。
減

艦
。

山
室
知
将
（
松
軒
）
（
’
’
一
八
○
三
）
七
十
五
歳
、
福
井
藩
医
半
井
彦
と

共
に
福
井
で
人
体
解
剖
を
最
初
に
行
う
。
明
和
六
年
（
一
七
六
八
）
。

杉
田
玄
白
（
’
’
一
八
一
七
）
八
十
五
歳
、
小
浜
藩
医
、
解
体
新
書
の
翻

訳
者
、
蘭
学
事
始
、
翼
、
子
鳳
、
鶉
斎
、
九
幸
。

中
川
淳
庵
（
一
七
三
九
’
一
七
八
六
）
小
浜
藩
医
、
本
草
家
、
解
体
新
書
の
翻

訳
者
、
名
玄
鱗
。

〈
ヤ
ノ

小
石
元
俊
（
’
’
一
八
○
八
）
六
十
六
歳
、
本
姓
林
野
氏
、
小
浜
出
身
、

京
都
の
蘭
学
者
。

新
宮
凉
庭
（
一
七
八
七
’
一
八
五
四
）
京
都
の
医
師
、
順
正
書
院
の
創
始
者
。

福
井
藩
、
鯖
江
藩
の
用
度
を
勤
め
る
。

大
矢
孝
靖
元
越
前
の
人
、
大
坂
の
蘭
学
者
、
女
屍
解
剖
図
を
残
す
。

池
田
冬
蔵
（
一
七
八
四
’
一
八
三
ハ
）
福
井
藩
医
、
「
解
臓
図
賦
」
傷
寒
六
経

図
説
、
傷
寒
論
詳
解
、
老
子
解
、
医
学
淵
源
。

杉
田
伯
元
（
一
七
六
三
’
一
八
三
三
）
小
浜
藩
医
、
杉
田
玄
白
の
養
子
、
蘭
学

者
、
瘍
医
方
範
。

杉
田
立
卿
（
一
七
八
六
’
一
八
四
五
）
小
浜
藩
医
、
杉
田
玄
白
の
息
子
、
蘭
学

者
、
眼
科
新
書
、
梅
創
新
書
、
瘍
科
新
選
、
和
蘭
外
科
要
方
、
外
科
手
術

纂
要
、
荷
蘭
語
林
集
解
。

杉
田
恭
卿
（
一
七
九
四
’
一
八
一
四
）
杉
田
伯
元
の
息
子
、
梅
松
、
靖
、
松
鶴
、

蘭
園
。

杉
田
成
卿
（
一
八
一
七
’
一
八
五
九
）
小
浜
藩
医
、
杉
田
立
卿
の
息
子
和
蘭
憲

法
を
訳
す
。
複
性
運
動
訳
説
一
一
ウ
エ
ン
ボ
イ
ス
抄
訳
、
済
生
三
方
、
聰
胸

ケ
ツ

器
用
表
略
記
、
砲
術
訓
蒙
、
万
宝
玉
手
箱
、
治
痘
真
訣
。

杉
田
玄
端
（
一
八
一
八
’
一
八
八
九
）
蕃
書
調
所
出
役
教
授
手
当
（
安
政
五
年
、

一
八
五
八
）
、
地
学
正
宗
、
民
間
内
外
科
要
方
、
健
全
学
痘
瘡
金
針
、
産
科

宝
函
、
化
学
要
論
。
幼
童
手
引
草
、
製
薬
式
。

妻
木
栄
輔
（
’
’
一
八
四
二
）
七
十
五
歳
、
福
井
藩
医
、
本
草
家
、
済
生

館
の
学
監
兼
講
師
、
春
秋
精
義
、
論
語
精
義
素
問
精
義
、
傷
寒
論
精
義
、

本
草
精
義
、
越
洲
産
物
精
義
、
群
書
砕
錦
。

細
井
東
陽
（
’
’
一
八
五
二
）
福
井
藩
医
、
本
草
学
者
、
解
臓
図
記
の
作

者
、
四
診
備
要
、
本
草
精
義
、
製
薬
録
、
傷
寒
薬
量
考
、
詩
経
名
物
解
。
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半
井
仲
庵
（
南
陽
）
（
一
八
三
一
’
一
八
七
一
）
福
井
藩
医
、
福
井
藩
蘭
学
の

普
及
と
笠
原
白
翁
の
牛
痘
種
痘
に
支
援
。

西
島
俊
庵
（
’
’
一
八
一
○
）
二
十
四
歳
、
鯖
江
藩
医
、
長
崎
留
学
、
蘭

方
外
科
、
越
前
洋
方
医
の
は
じ
め
。
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
門
。

笠
原
白
翁
（
良
策
）
（
一
八
○
九
’
一
八
八
○
）
福
井
の
町
医
、
種
痘
医
、
福

井
に
牛
痘
法
導
入
、
牛
痘
問
答
。

土
屋
仲
宅
（
’
’
一
八
五
○
）
鯖
江
藩
医
、
牛
痘
法
導
人
。

土
屋
得
所
（
一
八
一
四
’
一
八
六
七
）
鯖
江
藩
医
、
牛
痘
法
を
普
及
、
伊
東
玄

朴
門
。
秦
魯
斉
の
弟
。

生
駒
耕
雲
（
’
’
一
八
七
九
）
七
十
三
歳
、
武
生
藩
医
、
外
科
、
牛
痘
法

の
普
及
。

渡
辺
静
庵
（
’
’
一
八
八
○
）
七
十
三
歳
、
武
生
に
牛
痘
を
普
及
。

坪
井
信
良
（
’
’
一
八
四
七
）
七
十
二
歳
、
閲
学
者
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
福
井
藩
医
と
な
る
。
福
井
藩
の
明
道
館
洋
言
習
学
所
教
導
方
、
亜
的

児
吸
入
法
試
験
説
、
カ
ン
ス
タ
ッ
ト
内
科
書
、
新
薬
百
品
考
、
医
事
雑
誌
。

市
川
斎
宮
（
一
八
二
八
’
一
八
九
九
）
広
島
の
人
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
福

井
藩
主
と
な
る
。
蘭
学
者
、
洋
書
兵
方
を
教
え
る
。
遠
西
武
器
略
説
、
開

成
所
教
授
（
慶
応
元
年
、
一
八
六
五
）
、
兵
学
寮
御
用
掛
。

東
条
讓
次
郎
福
井
藩
の
蘭
学
方
に
採
用
（
安
政
五
年
、
一
八
五
八
）
。

瓜
生
寅
（
寓
）
福
井
藩
洋
学
者
、
演
習
規
範
、
英
学
教
授
方
。

大
岩
主
一
（
’
’
一
八
六
二
）
五
十
三
歳
、
福
井
の
開
業
医
か
ら
藩
医
に
、

蘭
方
医
。

橋
本
左
内
（
一
八
三
四
’
一
八
五
九
）
桶
井
藩
医
、
外
科
、
藩
校
明
道
館
の
蘭

学
科
係
、
明
道
館
幹
事
、
御
側
役
支
配
、
安
政
の
大
獄
に
座
し
て
処
刑
さ

る
。

益
田
（
真
下
）
宗
三
（
一
八
二
九
’
一
八
七
○
）
福
井
藩
医
、
蘭
方
医
、
明
道

館
洋
書
習
学
所
句
読
師
、
長
崎
留
学
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
。

魚
住
順
方
（
格
）
（
’
’
一
八
九
四
）
六
十
三
歳
、
福
井
藩
の
町
医
よ
り
御

目
見
医
、
蘭
方
医
、
明
道
館
洋
書
習
学
所
句
読
師
、
長
崎
留
学
（
万
延
元

年
、
一
八
六
○
）
。

田
代
道
玄
福
井
藩
医
、
原
書
学
修
学
を
命
ぜ
ら
る
。

岡
部
養
竹
福
井
藩
医
、
原
書
学
修
行
を
命
ぜ
ら
る
。
福
井
藩
明
道
館
洋
学

句
読
師
。

花
木
謙
蔵
福
井
藩
医
、
原
書
学
修
行
を
命
ぜ
ら
る
。

田
代
万
隆
（
弘
）
福
井
藩
医
、
原
書
学
修
行
を
命
ぜ
ら
る
、
長
崎
留
学

（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
。

佐
々
木
悌
全
福
井
藩
医
、
長
崎
留
学
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
。

浅
野
恭
斉
福
井
藩
医
、
長
崎
留
学
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
。

宮
永
欽
也
（
典
常
）
（
’
’
一
八
六
四
）
三
十
八
歳
、
福
井
の
町
医
よ
り
藩

医
に
登
用
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
。
洋
学
所
句
読
師
（
慶
応
元
年
、
一
八
六

五
）
、
福
井
医
学
所
教
師
（
明
治
二
年
、
一
八
六
九
）
。

山
田
道
忠
福
井
の
町
医
か
ら
藩
医
に
登
用
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
、
洋
学

所
句
読
師
同
様
。

商
桑
道
淳
福
井
の
町
医
か
ら
藩
医
に
登
用
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
洋
学

所
句
読
師
同
様
。

橋
本
綱
維
（
一
八
四
一
’
一
八
七
八
）
福
井
藩
医
、
長
崎
留
学
（
元
治
元
年
、
一

八
六
○
）
、
福
井
藩
医
学
校
兼
病
院
長
（
明
治
二
年
、
一
八
六
九
）
。

斉
藤
策
順
（
’
’
一
八
五
七
）
三
十
六
歳
、
武
生
の
眼
科
医
、
医
学
館
思
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精
館
の
都
講
。

石
渡
宗
伯
（
一
八
二
五
’
一
八
七
七
）
武
生
藩
医
、
新
宮
凉
庭
の
門
人
、
土
肥

慶
蔵
の
父
。

斎
藤
寛
輔
（
’
’
一
八
六
三
）
二
十
七
歳
、
武
生
藩
医
、
緒
方
洪
庵
の
門

人
。

土
田
竜
湾
（
玄
意
）
（
一
八
一
三
’
一
八
八
六
）
大
野
藩
医
、
剛
方
医
、
大
野

藩
に
牛
痘
法
を
普
及
、
腿
風
新
話
の
出
版
に
協
力
。
緒
方
洪
庵
門
人
。

林
雲
渓
（
’
’
一
八
六
九
）
大
野
藩
医
、
ア
ル
マ
ン
ス
流
オ
ラ
ン
ダ
外

科
、
蘭
方
医
、
緒
方
洪
庵
の
門
人
。

吉
田
拙
蔵
（
静
斉
）
大
野
藩
士
、
杉
田
成
卿
・
伊
東
玄
朴
門
。
大
野
丸
船

長
。

伊
藤
慎
蔵
（
一
八
二
五
’
一
八
八
○
）
長
洲
、
萩
浜
崎
の
人
、
緒
方
洪
庵
の
弟

子
、
塾
頭
、
大
野
藩
洋
学
館
の
蘭
学
教
授
（
安
政
二
年
、
一
八
五
五
）
。
寵
風

新
話
、
築
城
全
書
並
全
国
、
改
正
磁
石
霊
震
気
療
説
、
筆
算
提
要
。

西
川
貫
蔵
大
野
藩
士
、
大
野
藩
洋
学
館
の
助
教
、
緒
方
洪
庵
門
、
三
兵
用

訣
精
論
、
抗
卒
袖
珍
。

山
崎
談
（
’
’
一
八
六
四
）
大
野
藩
士
、
大
野
藩
洋
学
館
の
助
教
、
緒

方
洪
庵
の
門
人
。

中
村
岱
佐
（
’
’
一
八
六
一
）
大
野
藩
師
方
医
、
牛
痘
法
の
普
及
、
幽
風

新
話
、
川
本
幸
民
の
門
人
。
大
野
来
遊
の
広
瀬
旭
荘
を
治
療
。

広
田
憲
寛
（
九
鱗
）
（
’
’
一
八
八
八
）
大
野
藩
士
、
改
正
増
補
訳
鍵
。

秦
魯
斉
（
一
八
一
○
’
一
八
六
三
）
勝
山
藩
医
、
藩
校
成
器
堂
の
学
監
、
勝

山
で
解
剖
を
行
う
。

秦
勤
有
（
一
八
三
三
’
一
九
○
八
）
七
十
六
歳
、
勝
山
藩
医
、
成
器
堂
管
務
、

敦
賀
県
の
養
蚕
製
糸
業
の
振
興
に
努
め
る
。
県
下
で
最
初
の
機
械
製
糸
業

の
導
入
。

藤
田
天
洋
（
’
’
一
八
七
九
）
九
十
二
歳
、
丸
岡
藩
医
、
丸
岡
の
蘭
方
の

祖
。

竹
内
玄
同
（
一
七
九
五
’
一
八
八
○
）
丸
岡
藩
医
、
長
崎
遊
学
、
シ
ー
ポ
ル
ト

の
弟
子
、
幕
府
の
奥
医
師
。

竹
内
正
信
（
一
八
三
六
’
一
八
九
四
）
玄
同
の
二
男
、
宮
内
省
侍
医
、
外
科
摘

要
。

橋
本
秀
益
（
一
八
一
七
’
一
八
九
九
）
丸
岡
藩
医
、
蘭
方
医
。
藤
野
昂
八
郎

（
恒
宅
）
（
一
八
一
三
’
一
八
八
二
）
丸
岡
の
医
、
緒
方
洪
庵
の
門
人
、
伊
藤

慎
蔵
の
親
友
。

土
屋
寛
之
（
一
八
四
五
’
一
九
○
六
）
鯖
江
藩
医
、
福
井
県
医
師
会
副
会
長
。

岐
阜
医
学
校
長
。
県
下
最
初
の
私
立
土
屋
病
院
開
設
。

岩
佐
又
玄
（
純
）
（
一
八
三
六
’
一
九
二
一
）
福
井
藩
医
、
原
書
学
修
行
を
命

せ
ら
る
。
長
崎
留
学
（
万
延
元
年
、
一
八
六
○
）
、
医
学
取
調
御
用
掛
、
大
阪

医
学
校
校
長
、
東
京
府
病
院
長
（
明
治
七
年
、
一
八
七
四
）
、
宮
内
省
侍
医
、

宮
内
顧
問
官
、
男
爵
。

松
村
矩
明
（
中
村
斉
）
（
一
八
四
一
丁
一
八
七
七
）
大
野
藩
医
、
伊
藤
慎
蔵

に
蘭
学
、
大
鳥
圭
介
に
英
学
、
佐
藤
尚
中
、
松
本
良
順
に
医
学
を
学
ぶ
。

解
剖
訓
蒙
、
虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
、
解
剖
摘
要
、
解
剖
摘
要
図
、
生
理

新
論
、
医
用
化
学
。
大
阪
医
学
校
文
部
小
教
授
、
堺
県
病
院
医
学
校
之
監

督
。

橋
本
綱
常
（
一
八
四
五
’
一
九
○
九
）
福
井
藩
医
、
左
内
の
末
弟
、
ボ
ー
ド
ィ

ン
、
松
本
良
順
の
弟
子
、
ド
イ
ツ
留
学
、
陸
軍
軍
医
総
監
、
貴
族
院
議
員
、
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渡
辺
洪
基
（
一
八
四
七
’
一
九
○
二
洋
学
者
、
帝
国
大
学
総
長
、
貴
族
院
議

法
、
舎
密
局
雨

半
井
澄
（
一
八

療
病
院
院
長
。

三
崎
哺
輔
（
一
八
四
七
’
一
八
七
三
）
福
井
藩
洋
医
、
大
阪
舎
密
局
、
試
薬
用

法
、
舎
密
局
開
講
の
説
、
試
験
階
梯
、
定
性
試
験
升
屋
。

半
井
澄
（
一
八
四
七
’
一
八
九
八
）
長
崎
留
学
、
福
井
医
学
所
教
師
、
京
都

員
○

日
本
赤
十
字
社
名
誉
会
長
、
子
爵
。

（
福
井
医
科
大
学
医
学
部
）
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